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みんなで創る、日本一楽しくて住みやすいまち「いこま」

市制施行50周年に向けた
今後の方針と具体的な取組

生駒市長 小紫 雅史
こむらさき まさし
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JPI特別セミナー
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自己紹介
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今日お話したいこと

Ⅰ 生駒市について

Ⅱ 生駒市の課題

Ⅲ 市制施行50周年に向けた今後の方針と

具体的な取組

Ⅳ さいごに
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Ⅰ 生駒市について
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近畿の中心、けいはんな地域

奈良市

京都市

大阪市

神戸市

生駒市
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◇人口 119,493人（市制施行後約3倍）

◇面積 53.15Ｋ㎡

◇大阪都心部まで電車で約20分

◇県外就業率 全国2位

◇小中学生の学力 全国トップレベル

◇治安の良さ 関西1位
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生駒の観光資源

宝山寺(生駒聖天)生駒ケーブル

生駒山上から眺める

大阪平野の夜景

高山茶筌

奈良先端科学技術大学院大学
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試験結果

応募者1,025名
合格者12名
常勤4名
非常勤8名
(本業1名・副業7名)
テレワーク希望6名

収益確保、首都圏PR、観光企画、ICT推進、
人事改革、教育改革、地域活力
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Ⅱ 生駒市の課題
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１．人口の減少
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２．高齢化の急速な進展
県内12市における75歳以上人口の伸び率の比較

（2015年から2025年にかけて）
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都道府県別「他の都道府県」での購入割合（二人以上の世帯）

順位 都道府県 他県での購入割合（％） 地域差※

1 奈良県 15.2 172.7

2 岐阜県 13.7 155.7

3 埼玉県 13.6 154.5

4 佐賀県 12.8 145.5

5 神奈川県 12.5 142

6 三重県 12.0 136.4

7 滋賀県 11.6 131.8

8 千葉県 11.5 130.7

9 東京都 10.7 121.6

9 京都府 10.7 121.6

※全国平均（8.8％）=100として換算

３．地域消費の低さ
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４．女性就業率の低さ
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５．出生率の低さ
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理想の子どもの数 2.32人
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Ⅲ 市制施行50周年に向けた今後の
方針と具体的な取組
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１．自治体3.0のまちづくり
自治体2.0 自治体3.0

市民との関係
・市民＝お客様
・行政主導

・市民と共に汗をかく
・協創

基本目的 差別化 価値創造

コンセプト
・ニーズに応える行政
・民間企業に負けない！
・「市民満足」の追求

・まちを楽しむ！
・みんなの課題はみんな
で解決！

ターゲット ・市外の人を呼び込む！
・市内在住者の満足度↑
・(結果として)転入増
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具体的な取組：100の複合型コミュニティづくり

市民

農業者

農産物
の

移動販売
新鮮野菜

米

公園の緑地・花などに
活用

●生ごみを堆肥化
●もったいない食器市
●フリーマーケット
●家で余った食料

余った食料、本
食器、生ごみ

●百歳体操
●地域サロン

●託児
●コワーキング
●音楽、文化、スポーツ、本
●出前講座

●地域Café（認知症）
●子ども食堂

堆肥

フードドライブ

最大の移動・生活支援を市民・事業者による運営で実現！

環境・3R

買物支援

コミュニケーション

健康

子育て文化

地域コミュニティの場

23



ＩＫＯＭＡ ＣＩＴＹ

みんなで創る、日本一楽しくて住みやすいまち「いこま」

Community

地域社会

２．ワーク･ライフ･コミュニティ の融合

ベッド

タウン

ワーク
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バランス

Work

仕事

Life

家庭

divercity
ダイバーシティ

BedTown

仕事
or

家庭

仕事
と

家庭

職住近接

子育て・介護

地域の力で

コミュニティ

ビジネス
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具体的な取組① いこママまるしぇ

25

毎月第3木曜日にベルステージにて
開催

生駒で暮らすママが自分の好きな
ことや得意なことを生かし、自ら
出店している
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定年後も自分らしく心豊かに過ごす
ため、会社や組織で働くこととは違
う自分を探すセミナーを開催
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具体的な取組② オトコノ定年前セミナー

ボランティアのほか、ソーシャル
ビジネス(ＳＢ)・コミュニティビ
ジネス(ＣＢ)の創業なども応援
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市民が自ら企画して、宝山寺や
陶芸など生駒の魅力的なスポッ
トや特別な体験を通して、市内
外に生駒市をPR
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具体的な取組③ いこまとりっぷ
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具体的な取組④ 空き家・空き店舗の再生

・複合型コミュニティと連携したまちづくり

・商工会議所と連携した空き店舗の有効活用
・ニュータウンの再生、

100の複合型コミュニティと
連携した空き家活用
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女性や高齢者の創業支援

職住近接から融合へ
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・空き家流通促進プラットホームの活用（国交省モデル事業）
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実績(H30.6～R1.12)

・相談52件
・成約17件
(売買15件・賃貸2件)
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３．12万人総親和のまちづくり

・生駒市内の各地域、新旧住民、各世代間、また、疾病や障
害の有無、国籍や性別などの違いを超えて、それぞれの特
色を生かしながら自然な形で融和

・生駒市民12万人が助け合いながらもお互いの力を合わせ
て安心して楽しく過ごせるまちづくり

市民全員の力を一つにする(Inclusive)
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具体的な取組① UDフォント

窓口でのタブレットを使用した遠隔手話サービス、印刷物へのUD
フォントの導入など、障がいのある方が安心して暮らし、活躍できる
「ユニバーサルコミュニケーション都市」を目指す

31

具体的な取組② 情報・コミュニケーション条例

山追令心さり

一般的な教科書体

山追令心さり

ゴシック体

山追令心さり

UDデジタル教科書体

障がいを持つ人も持たない人にもやさしいまちづくり
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４．「稼ぐ」まちづくり

・事務事業の見直しなど徹底したコスト削減
・市民・商工会議所・事業者等とともに住宅都市いこまの
強みや特性（自然・伝統、先端技術、退職者や主婦のス
キル、市民力など）を生かしたまちの活性化

生駒市の強みや特性を最大限に生かす
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具体的な取組① 観光の振興

生駒市を（望ましい）観光者の拠点にする

・インバウンド対象（語学力）
・グローバル体験(子どもの教育・ふれあいの機会、ホームステイ)
・リタイア層、主婦層の活躍（空き家民泊、ゲストハウス経営）
・歴史、文化、自然はもちろん、日常生活を観光資源に
（文房具、ヘアカット、整体、学校や市役所などのコト体験）
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具体的な取組② 農業の活性化
・専業農家のリクルート、生産や販促の支援
・農地の集約、施設改修促進
・地場野菜の魅力発信、給食センターでの利用拡大
・特産品化、6次産業化支援
・イノシシ対策（集落単位での柵設置など）
・より魅力的な農業イベント
・自治会などへの訪問販売

34

農業のワークショップを開催予定
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具体的な取組③ シェアリングエコノミー

①AsMAMA
・H28.1協定締結（全国初）
・「子育てシェア」登録者240人

35

②タスカジ
・H30.12協定締結
・シンポジウム「生駒市民の新しい働き方シンポジウム」
・料理教室「ママがうれしいつくりおきレシピ」

③akippa
・H30.11協定締結
・市未利用地、こども園の駐車場の貸し出し
・市役所駐車場の貸し出し（年末年始の閉庁日）
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定期的な
ブレストの場
（誰でも参加可能）

36

アイデアを
具体化

人 ・ お金
（チーム化）

このような活動を繰り返し、街を活性化し続ける

プラットホームが不可欠

具体的な取組④ まちづくり会社

（収益確保、人材採用、
市民がまちに寄附）
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５．最先端技術と自然･歴史･芸術をつなげる

• AI、ICT、ロボット、バイオなどの最先端技術と、
全国屈指の豊かな自然・伝統文化・芸術が融合する
いこまの特性を最大限に生かしたまちづくり

• 2025年大阪万博を活かし、世界的にも大きな注目を
集める地域を創る
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具体的な取組 学研高山地区第2工区

・面積288ha
・関西文化学術研究都市
（けいはんな学研都市）の中心部
・地権者の会の設立（H30.11）
・マスタープランの策定(R2年度末予定)
・リニア中央新幹線、北陸新幹線、
国道163号バイパスなどのインフラ整備

38

学研高山地区
第2工区

①地区の概要
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②生駒らしい令和時代のスーパーシティを創造する！

・ICT、AI、ロボットなどの最先端技術（Society5.0）
・学研生駒テクノエリアとの連携
・里地、里山の自然をしっかりと残す
・グローバルな地域づくり
・伝統、文化、歴史とのシナジー
・生駒市の地域課題への対応

39

東京オリンピック・パラリンピック、大阪万博により
日本に寄せられる関心の受け皿へ
（例：トヨタ自動車の裾野市の「コネクティッドシティ」）
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Ⅳ さいごに
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生駒市は令和3年11月1日に市制50周年を迎えます

これまでの50年はベッドタウンとして発展

これからの50年は、ベッドタウンを卒業し

5つのキーワードを具体化する令和時代の

新しい住宅都市のモデルを目指します！
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そこで・・・

生駒市は日本一の課題先進・課題解決都市を目指します

ぜひ事業の実証実験の場としてご活用ください

PRポイント

・人口12万人（日本全体の1／1,000）

・日本、世界の課題先進地（少子高齢化、人口減少など）

・利便性の良さ、市民力が高い
・災害に強く、副首都や本社のバックアップ機能として


